
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆずり葉だより 新春・第５０号 平成２０年２月１５日(3) 

 体育館を社会体育で使用しているバレーボールとバドミ 

ントンに係る、コート改修の工事と新しいポスト・ネット 

の購入が昨年度で終えたので、今年度は運動場のコート改 

修に取り掛かった。テニスコートについては、軽いステン 

レス製のポストを導入する要望が出ていたが、グラウンド 

に埋め込まれているポスト立てホール金具の取り替え工事 

について、宝塚市教育委員会管理部施設課の了承が得られ 

ず（既設の物は２０年位にテニスクラブが施工？）、結局 

同課の推奨に従って移動式三点保持型ポストを導入した。 

またスポーツセンターから払い下げを受けた硬式用のネッ 

トが重くて、この型のポストではテンションを掛けた張り 

が不可能なので、新しく軟式用のネットを購入した。   

★逆小テニスクラブへの入団申し込みとゆずり葉少年少女 

テニス教室への問い合わせは、代表の山口貴代美72-0050へ。

 昨年の６月２３日（土）から開設した逆瀬台小学校

体育館でのゆずり葉卓球教室Ｅコースが盛況で、毎週

土曜日の 10 時から 12 時まで毎回６台の卓球台を設営

し、シングル・クロス・ダブルスとフル回転で打ち合

っています。そこで 7 台目として光ガ丘自治会館で余

っている卓球台を移設することになりました。 

 歴史の古い光ガ丘卓球クラブのほか、一昨年に宝梅

園住宅集会所に 1 台、昨年にはデイサービス 2 階にフ

ァミリータイプを 1 台設置しました。また逆瀬台 1 丁

目では既にグリーンハイツ集会所に 1 台あるほか、こ

のほど阪急逆瀬台マンション集会室でも新品を 1 台購

入されましたが、先々他のマンションでももっと増え

るのではと思います。   

 いつの日か逆瀬台小学校区の親善卓球大会を開催で

きたらいいなと、光ガ丘クラブの小橋元代表が話して

おられました。（國司） 

★問い合わせと入団・参加の申し込みは、それぞれ

の代表・世話人に直接お願いします。 

【団体部会運動場分科会】 

○少年野球「逆小ドラゴン」毎週日曜日の午後、杉

野代表 73.5530 へ。 

○少年サッカー「逆瀬台サッカークラブ」毎週土曜

日の午後、池田代表 77.9799 へ。同時に成人サッカ

ー「サカッセＦＣ」、田中代表 77.2514 へ。 

○男子ソフトボール「青葉台クラブ」毎週日曜日の

早朝、瀬川代表 72.5646 へ。 

○女子ソフトボール「逆小ソフトボール愛好会」毎

月第 1・3・5 土曜日の午前、秦代表 71.1288 へ。 

○ジュニアテニス「逆小テニスクラブ」毎月第 1・

3 ・5土曜日の午前、山口代表 72.0050 へ。 

【団体部会体育館分科会】 

○「宝塚空手道体育クラブ」毎週日曜日の午前、阿

曽代表 72.8431 へ。 

○「ひかりバレーボールクラブ」毎週土曜日の午後、

渡名喜代表 74.3482 へ。 

○「逆瀬台バドミントンクラブ」毎週日曜日の午後、

 海老原代表 71.7980 へ。 

【教習部会・委託運営教室】 

○「ゆずり葉少年野球教室」本多世話人 73.9505 へ。

校区外からもたくさん参加しています。 

○「ゆずり葉少年少女サッカー教室」一条世話人

74.0482 へ。 

○「ゆずり葉バレーボール教室」渡名喜世話人

74.3482 へ。 

【教習部会・直轄教室（コミュニティルーム）】 

○「ゆずり葉囲碁教室」原則として毎週土曜日・毎

月一回月･水曜日の午後、岩崎世話人 71.4717 へ。

○「ゆずり葉卓球教室」毎週木･日･火曜日の午後、

國司世話人 73.3114 へ。土曜日午前は体育館（別掲

参照） 

○「ゆずり葉健康カラオケ教室」毎週金曜日の午後、

國司世話人 73.3114 へ。 

【催事部会】★問い合わせは國司世話人 73.3114 へ。

○「裏山登山・ゆずり葉ピーク散策ハイキング」毎

月第 1・3日曜日の午前。 

○「裏山登山・行者山東観峰登頂ハイキング」毎月

第 2・4日曜日の午前。 

○逆小テニスクラブ、 
   新ポスト・ネットを導入 

○光ガ丘口の 
   新コースが開設 
 行者山ハイキングコース光ガ丘口から、東六甲縦走路の 

岩倉山へ直接登る新しいコースが開通しました。従来から 

尾根筋を辿る知る人ぞ知るという踏み道はあったのですが、

このほど光ガ丘在住の関・古泉両氏を中心に住民の力を合 

わせ、枝を払い、ステップを切って整備しました。上り・下

りともかなりな勾配と砂地の所為で足が滑りやすいのが難 

点ですが、11月23日に行われた登り初めでは、初心者の方 

々も慎重に時間を掛けて無事踏破されました。先々は尾根 

筋を更に自治会館裏まで伸ばしたいと考えています。 

              （光ガ丘ブロック西澤） 

○手ごろなスポーツとしての 
       卓球が大盛況 

○グランドに張られている 
           糸について 

 野球やサッカーなど運動場を社会体育で使用している

スポーツ団体から要望が出ている、グラウンド上に張り巡

らされている周回トラックと直線トラックの糸の撤去に

ついて、宝塚市教育委員会管理部施設課で調べて貰ったと

ころ、市内小中学校の半数で行われているようだとのこと

でした。つまり残り半数の学校では起点・終点・折れ点等

のマーキングのみで、糸を張り巡らせてはいないというこ

とである。同課では各学校の自主性に任された問題だと言

っているので、逆瀬台小学校としては今後の課題になる。 

ゆずり葉囲碁教室 
菊池信一郎先生の講義と、点数制による対局。 
８０歳から１０歳まで賑やかにやっています。 

○「スポーツクラブ２１のメニュー」一覧表
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「ゆずり葉散策路」の整備活動
四季折々の緑と花づくりを!!

健
康
福
祉
部
活
動
に
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
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待
ち
し
て
い
ま
す
。

日 

時 

毎
月
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１
金
曜
日 

午
前
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時
～

問
合
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話
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ー
５
６
４
４


